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4 STA－MCA　anastomosisの検討
（八王子・脳外科）　長谷川浩一，福田忠治，
　　　　　　　蓮江正道，秋元治朗，福島　力
　1984年から1992年までの9年間に当センタ
ーにて経験したSTA－MCA　anastomosis・につ
いて，CBF及び長期予後の面から検討した。症例
は，男29例，女6例の計35例である。平均年齢は，
61．5歳。follow　up期間は平均25．0ケ月である。
発症から手術までの期間は，1ケ月以内13例。1
～3ケ月19例，3ケ月以上3例である。また，術
前術後でCBFが10％以上増加したものをCBF
増大群，10％以内の変動又は減少したものを不変
減少群とした。結語。STA－MCA術後，　CBF
は53％の症例で増加したoSTA－MCA術後，　CBF
増大群の90％に術後症状の改善が認められた。
STA－MCA術後長期経過中，12．5％の症例に虚
血症状が認められた。術後の経過中，脳梗塞，慢
性硬膜下血腫，脳内出血の合併症がみられた。
　6　　　悪性神経膠腫に対する特異的キラー
　T細胞の誘導
（脳外科）　斎藤公男
（血清学）　下　邦明，水口純一郎
　近年LAK療法は本邦施設においても実際に補助療
法として臨床応用されるに至った。しかしLAK細胞は
腫瘍抗原特異性を有さず，十分なキラー活性を得る事
が困難である。我々はWister　ratを用いC6－gl　ioma
特異的キラーT細胞を誘導し得たので報告した。ラット
に1×106個のC6細胞を14日おきに最抵2回以上腹腔
に接種した後脾臓よりリンパ球を分離，6000radの
放射線照射処理C6細胞を抗原提示細胞として，　stim－
urator　responder比を1：100として20％IL－2添
加RPM　I　1640培地にて5日間培養して誘導した。　in
vitroにてC6およびaHogenic　tumorである9し
でeffector　target比を5：1，10：1とし48時間混
合培養後残存腫瘍細胞数にてそのキ．ラー活性を検討し
たが，C6に対してはLAK細胞群に比してキラー活
性が高いが9しに対しては低かった。　in　vivoにお
いてもこのT細胞はC6に対し強い増殖抑制効果を示し，
リンパ球表面抗原解析ではCD3，CD8陽性細胞であった。
　5　　　悪性脳腫蕩に対する術中放射線照射の
　試み
（社会保険中央総合・脳外科）　古二二已，
　　　　　　　　　　　　武田泰明，鬼塚俊明
　　　　　　（同・放射線科）　中川恵一
　GM，　Astro　3の治療成績は，2年生存率で，
各々21％，42．1％と難治性である。死亡原因とし
て重要な，再発の90％以上が局所再発であり，初
期治療における局所制御の不完全さが指摘されて
いる。我々は，今後の悪性脳腫瘍の治療方針の中
に，局所制御の強化を目的とし，術中放射線照射
をとり入れている。方法は，照射量は20Gy，12
MeVの電子線を使用，深度6　cmまで，4　cmに80％
のピークが来るものです。範囲は直径5　cm，腫瘍
の底より2　cmまで照射します。通常の外部照射の
約2～2．5倍の効果が得られます。今回は，3症
例を経験したので，症例の提示と共に，我々が行
なっている方法，手順をスライドで示します。
　7　　　グルタミン合成酵素（GS）を指標とした神経
神経膠細胞の研究一腫瘍組織内GS活性及びGS阻害剤
によるC6細胞増殖抑制効果一
（脳外科）　秋元治朗
　Astrocytoma組織において，その組織学的悪性度と
GS発現が逆相関関係を有する事を免疫組織学的に報告
してきたが，今回，腫瘍内GS活性を測定し，その悪性度
との相関，及びGS腫瘍細胞増殖に対する関与をln　vi　tro
にて検討した。方法は，AstrocytomaのFrozen　tissue
10例（Grade皿3例，1皿4例，　W　3例）を対象とし，各10
％乳剤上清中のGS活性をRowe法にて測定した。又，　CE｝
glioma　cell　lineを用い，細胞外glutamine除去，及び
GS阻害剤の負荷によるGlutamineのde　nova産生を
も除去した培養条件で，C6細胞の形態変化，増殖曲線
（MTT　assay）を作製した。結果として組織内GS活性
も悪性度と逆相関関係を持つ様な傾向が見られた。又，
C6　cellの増殖は，細胞外，及びde　nova産性による
Glutamine量に強く依存していた。これらの結果から，
Astrocytoma細胞の増殖に細胞内，外のGlutamine
が極めて重要なアミノ酸である事が示唆された。今後，
同腫瘍の治療への応用を検討する。
（2）
